
議
題

第一回運営推進会議

日時 平成 28年 9月 9日（金） 11:00～12:00

場所 三島商工会議所 ４階Ａ会議室

出席者

(順不同敬称略) 芝本町町内会長

地域包括支援センター三島

三島市役所 長寿介護課

山本恒夫税理事務所

デイサービス若芝利用者様ご家族 ４名

デイサービス若芝センター長 渡部浩考

デイサービス若芝総括マネージャー 渡部美保子

デイサービス若芝管理者 徳山育恵

(議事録作成者) 渡部美保子 (議事進行者) 渡部美保子

会議の詳細

● ごあいさつ（センター長 渡部浩考）

～出席者のご紹介、本会議の趣旨（目的）について～

● デイサービス若芝のご紹介（センター長 渡部浩考）

● デイサービス若芝の活動（総括マネージャー 渡部美保子）

～事例紹介、地域との連携について～

● 意見交換

町内会長：

芝本町というところは夏のお祭りがあったり、源兵衛川、水泉園があり水・緑が多い。中

心街でありながら、色々な人たちの交流の場になっている。また芝本町は独居高齢者も多

い。若芝利用者様や職員が外出時声をかけてくれることで見守りや地域の防犯にもつなが

っていると感じる。これからも地域と密着した関係を続けて欲しい。

包括支援センター三島：

昔の施設は地域から離れた場所にあった。今は住み慣れたところで、自宅の延長のような

かたちでサービスを受けることができるのだと感じた。会議の場所については施設の雰囲

気を感じるためには施設内で行うことも検討いただきたい。

総括マネージャー渡部：

施設の面積が手狭であるため、今回は商工会議所をおかりしたが、次回以降検討していき

たい。

山本税理事務所 Y様：

芝本町は立地がよい。芝本町に住んでいて地元で介護サービスを利用できることは利用者

様にとってとてもよいことだと思う。利用者様が仕事をしに来るという感覚であるが、そ

の気持ちが生きるうえでの励みにもつながっていると思う。すでに地域に密着した運営が



されているのではないか。

利用者様ご家族 T様：

  リハビリを目的とした通所サービスと若芝を利用している。若芝では外歩きをとても楽し

みにしており、前の日から天気を気にして、喜んで利用している。調理やおやつ作りも楽

しみにしている。

利用者様ご家族様 K様：

  職員や他の利用者様が母に声をかけてくれる。家ではなかなかそこまでできないことでも

あるので利用してよかったと感じる点でもある。今の状態を保っていきたい。

利用者様ご家族様 K様：

  帰ってきてからデイサービスの様子をきいても、言葉としては聞かれないが、楽しかった

んだろうなという様子は伝わってくる。なかなか様子がわからなかったので今回写真を多

く資料で見ることができて様子が分かり、参加してよかった。またこういう場を設けても

らいたい。

利用者様 ご家族様 O様：

  心と体のケアを行ってもらい、また共同活動もできている。なかなか本人に対し家族の声

が届かないときも若芝の職員の声かけですんなり受け入れることもありよいと感じる。若

芝で作った料理などを自宅でも作ってくれて、導入→発展→展開につながっておりとても

よい。

三島市役所 長寿介護課：

  この 10 年介護保険制度はめまぐるしく変化している。今年 4 月より小規模通所介護は地

域密着となり三島市指定のサービスとなった。三島市民しか利用できない。地域に密着し

たサービス提供をするようにと今回の改正で求められているが、そうなる前から地域に根

ざした運営がされていると今回の会議で感じた。

昨今の岩手水害や熊本地震などの災害を受け、その地域や事業所、利用者像に合わせた

防災対策が検討されていくとよいと思う。

今回は初めての運営推進会議ということであるが、施設ごとの会議開催のスタイルがこ

れから出来ていくと思うので、他施設との情報交換・交流ができるとよいのではないか。

センター長：

貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。本日はありがとうございました。

なお、次回の開催予定は 29年 3月頃を予定しております。


